
この問題は推理思考に分類されますが、それだけではない深い問題と言えます。

スイスの心理学者 ジャン・ピアジェによれば

これはピアジェの子どもの空間認知能力の発達を調べるための問題です。

幼児は自分が見えているものの理解から、

他者の視点と自分の視点の違いについて理解する段階へ

成長がみられるのです。

これはピアジェの理論において中心概念である自己中心性に深く関わり、

「他者の視点」を取り入れるようになるのです。

相手の立場にたって物事を考えることは大人にとっても重要なことです。

J. ピアジェ、ヘルダー著「子どもの空間の表現」第 8章より

・それぞれの　ばしょから　きゅうすと　ゆのみぢゃわんを　みると　どのように　みえますか。
　それぞれの　しるしを　つけましょう。


